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1. 	 特発性食道破裂の 15'金験吾tl
大宮安紀産〈千大〉
tl治験吾1先天性と患われる成人の食道気管支蓮の 4. 
花陪明宏(千大〉
症例誌40歳の女性で，昼食中突然犠下困難，前駒部痛
をきたし吐車した。近医での食道透視により，食道破裂
の診断にて当科に緊急入院となった。内視鏡により特発
性食道議裂の確診を得， 発症より約7時間後に手術強
行。右関胞にて奇静脈宣下右壁に約 5cmの破裂部を認
めた。破裂部を経合閉鎖した後，胸腔ドレナージ蒐行 
0，術後第41痕自に退院した。 
2. 	 担道系と交通を有する特異な重複胃の 1治験摂i
軍司祥雄〈千大)
症例は， 45歳男性で上腹部痛・膜下時狭窄感・食欲不
振・体重減少を訴えて来院し，重複罷嚢の診新で手慌を
施行。嚢状の腫窪は，H.豆管と交還を有し，縦高内}こ陪入
していた。彊癌は，病理組織学的検索により，胃幽F号隷
と胃底線の胃粘摸を有し，粘膜窮板・胃酉有筋麗により
被まつれていたので重複題嚢ではなく，重複胃と診新され
た。 
3. 	 急性閉塞性化膿性胆管炎に対する PTCDIこ続発
した急性腎不全の 1治験倒
小林進(千大)
症例は54歳男性。黄痘，発熱，上腹部痛，ショック症
状，意識障害出現し，急性開寒性化護性担管炎の診断に
て， PTCD施行後， Ht ~産の低下，乏尿をきたし急性腎
不全の診既にて当科に緊急、入院となる。入院当日，胆嚢
タト霊芸術施行し，その後車液透析 3 田諸行し，第40病 13~こ
は譲治街として総胆管結石除去荷を行うまでに全身状慈
回復す。第78病日，治癌退院となる。 
痘剖ほ35議の主婦。幼少年より摂食詩咳歎発作がみら
れ，食道透視にて食道 1m部と右 B6気管支とに連なる
蓮管が認められた。錆前28日開， ED (ElementalDiet) 
を撞行したが，震管の状態は変わらなかったため，左開
絢にて痩管切除兼右 S6lK域切除手i守を施行した。震管は 
1 x6cmで罵屈に炎症性の変化は認められず，正常食
道粘膜を有していた。術後24痛日記て全治退院した。 
5. 	 肝移植の実験的研究
大塚雅昭(千大)
犬の異所性肝移植を 5例行なったが，出血のためすべ
て術後241寺間以内に死亡した。メラ臓器濯流装置オノレフ
型 4号機を用いて，貯の24時間潅流保存を行なった。丹
駅よ!?8 -10mmHgの非拍動脈で濯流し， 濯流中の温
Fibrinogen freeであった。濯流液は，8 oC，_6度は 
cryoprecipitated plasmaを患いた。 24時間保存後の好
重量の増加は， 5.6-19.5%であった。濯涜中の肝機龍欝
素の変化を経時的にみた。
重6. 家兎移植野癌 (VX2)Iこ対するエンボリゼーショ
ンぬ検討
菊遠投之(千大〉
家兎の肝臓に 1X106倍の VX2癌を移植して作成した
移植肝露に対して，経月子動脈的カテテリゼーションによ
るエンポリゼーションを行ない，その予後と病理組織所
見を検討したので，若干の臨床例の検討を加えて報告し
た。 VX2癌移植2週後に行なったエンボ Pぜーション群
は非エンボジゼーション群に比し，予後の延長を見，又
病理組識学的には癌巣部に広汎な壊死橡が認められた。
